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論文内容の要旨

(目的)

精神分裂病者の追跡眼球運動の障害については，過去10年間に. Holzman らを中心に多くの報告があ

る。しかしその原因はし、まだ明らかではないD 本研究は精神分裂病者の追跡眼球運動を調べ，それに影

響を与えると思われる諸因子一一年齢，精神分裂病の病型，催病期間，服用中の向精神薬の種類および

量， とりわけCT上での側脳室の拡大一一ーとの関係を明確にする乙とにより，精神分裂病の病態解明に寄

与するのを目的とした。

(方法)

DSM皿で精神分裂病と診断された者50名(男20名，女30名，年齢20--55歳，平均 36.2 歳)を被験者と

した。病型は解体型15名，緊張型20名，妄想型10名，分類不能型 5 名であり，擢病期間 1 --31年，平均

10.2 年であった。

眼前28cml乙設置されたブラウン管上で、視覚20度の距離を水平方向に単振動する光点を視標とした。視

標追跡時のEOG波型から視角速度が40度/秒以上の眼球運動を衝動性眼球運動と規定し. 30秒間の追跡

中に出現する衝動性眼球運動の数(出現頻度)を追跡眼球運動の拙劣さの指標とした。またCT上でモン

ロー孔より上部の 3 スライスを用いてデジタイザーにより側脳室と頭蓋内腔の面積を求め，全頭蓋内腔

の面積 l乙占める全側脳室の面積の割合いを算出し，脳室容積指数VentricularVolume lndex (以下VVl)

とした。乙のVVIを脳室拡大の指標とした口

正常対照者としての被験者は，追跡眼球運動とCTの検査にそれぞれ40名(男14名，女26名，年齢20--

59歳，平均 39.7 歳入 43名(男22名，女21名，年齢20--55歳，平均 38.9 歳)であった。
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(結果)

1 )衝動性眼球運動の出現頻度と VVIは， ともに正常群に比し分裂病群で有意に大きかった。

2 )正常群では衝動性眼球運動の出現頻度とVVIは，加齢にともない有意に増大したが，分裂病群で

は衝動性眼球運動の出現頻度は年齢と相関せず. VVIと年齢の相関も正常群と比較して小さかった。

3 )衝動性眼球運動の出現頻度と VVIは，ともに精神分裂病の病型間で有意の差は認められなかった。

また両者とも擢病期間との間に相関はみられなかった。

4 )衝動性眼球運動の出現頻度と服用中のフェノチアジン系薬剤，ブチロフェノン系薬剤，フェノパ

ルピター jレの用量との聞に有意の相関はみられなかった。

5 )数量化理論 I 類を用いた多変量解析では，衝動性眼球運動の出現頻度はVVIにのみ有意の相関が

あり，年齢，性，病型，擢病期間，向精神薬の服用量との相関はみられなかった。

(総括)

正常者では age dependent であると考えられる追跡眼球運動と側脳室の大きさが，精神分裂病者では両

者とも年齢との関係が少なくなっており，年齢以外に関与している因子の存在が示唆された。また精神

分裂病の病型や催病期間との関係では，追跡眼球運動と側脳室の大きさは類似の結果を示した。さらに

多変量解析(数量化理論 I 類)では，精神分裂病者における追跡眼球運動の障害は側脳室の大きさにの

み相関がみられた。

以上より追跡眼球運動の障害と側脳室の拡大は関連する現象であると考えられ，両者を有する精神分

裂病の一群の存在が示唆された。

精神分裂病の追跡眼球運動を拙劣にする障害部位は脳幹より上部であるとするHolzman らの考えと，

本研究の結果とをあわせて考えると，その障害部位としては大脳両半球の関与が予想される。

論文の審査結果の要旨

本研究は精神分裂病者の追跡眼球運動を定量的に分析し，年齢，病型，擢病期間，服用中の薬剤の種

類と量. CT上より求めた側脳室の大きさとの関係を調べたものである。その結果，分裂病者の追跡眼球

運動の拙劣さは，側脳室の拡大と密接な関係を有し，その他の項目とは有意な関係のない乙とを明らか

にするとともに，拙劣な追跡眼球運動と側脳室の拡大を同時に示す分裂病の一群の存在を想定した。以

上の結果は，いまだ未解決の分裂病の原因の解明に寄与するものであり，学位に値すると考えられる。
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